
金
部
官
蹴
志
巻
十
六

民
吋
内
助
之
徳
自
v
古
有
b

加
。
記
目
。
上
老
v
老
而
民
興
v
孝
.
是
之
鵡
也
。

若
夫
損
昌
宏
之
吋
則
三
州
之
民
皆
安
也
e

余
興
共
子
孫
相
和
。
感
曹
誠
E

仁

恵
-
如
v
斯
共
鰐
品
。
而
色
養
盆
不
v
慨
。
使
a
曳
永
保
=
説
ハ
天
年
・
突
.
吾
聞
清

仁
皇
帝
関
手
曳
宴
子
乾
清
宮
一
朝
官
以
下
至
昌
一
近
畿
之
民
↓
至
者
七
百

a

三
十
人
。
民
至
v

今
徳
而
稀
ν
之
。
乃
知
v
諸
問
長
之
世
倫
歯
之
島
中
。
不
=
濁
於
a

郷
第
一
也
4

亦
連
日
桑
朝
廷
-
怠
ん
，
老
々
之
政
下
及
=
饗
庶
↓
而
沿
申
海
之
内
外
品

意。
天
保
十
五
年
歳
在
鴬
逢
執
徐
疋
陽
之
月

賀
藩
親
街
校
尉
鏡
領
海
防
准
備
副
使
津
問
鳳
卿
邦
儀
父
題
昌
子

賓
月
楼
上
・

或
は
日
ふ
。
商
繍
は
組
問
中
興
の
組
に
し

τ、
奮
務
十
一
世
参
議
中

勝
治
修
卿
酪
太
梁
公
、
越
中
古
国
府
勝
奥
寺
よ
り
遜
俗
し
て
世
子
に

立
ち
給
ふ
時
、
縁
故
の
事
あ
り
て
取
立
て
ら
れ
、
町
年
寄
の
家
柄
に

加
へ
ら
れ
て
、
初
め
て
町
年
寄
と
成
り
、
家
の
中
興
を
た
し
た
り
と

ぞ。。
額
谷
屋
藩
邸

額
谷
屋
は
河
南
町
の
膏
家
に
て
、
世
々
酢
遣
を
商
業
と
す
。
金
津
市

中
に
酢
遣
の
底
多
し
と
い
へ

E
も
‘
額
谷
屋
の
酢
を
最
上
と
し
、
そ

A

，，，
b
司
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し
に
ー
さ
れ
ば
庫
中
の
容
子
狐
狸
の
所
業
た
る
事
顕
然
た
り
。
然
る

に
民
叙
を
帯
す
る
は
如
何
と
、
態
と
稽
古
万
を
用
ひ
し
ょ
し
‘
金
平

答
へ
た
り
と
ぞ
。
先
v
是
火
葬
場
へ
狼
出
づ
る
沙
汰
を
聞
き
‘
繍
藤
の

弟
子
民
銀
を
帯
し
、
夜
中
伏
し
居
り
、
伐
り
け
る
と
い
へ
ど
も
伐
り

得
ざ
り
け
り
。
金
平
一
試
ふ
。
都

τ獣
を
伐
る
に
は
我
が
足
に
喰
付
く

を
相
固
と
た
し
、
献
の
足
を
伐
る
ぺ
し
。
左
な
く
て
は
仕
留
め
難
き

も
の
也
と
い
へ
り
と
云
ひ
停
へ
た
り
。

O
遁
願
屋
醤
邸

議
願
屋
は
、
河
南
町
に
て
の
奮
家
に
て
‘
往
昔
は
橋
爪
東
側
数
聞
の

家
屋
J

皆
そ
の
奮
邸
怠
り
。
道
願
屋
の
生
菓
子
と
稽
し
、
殊
に
名
高

き
菓
子
庖
に
て
、
世
々
宮
儀
左
り
し
か
ど
、
寛
政
の
頃
零
落
し
て
商

庖
を
厳
し
、
貸
屋
を
以
て
子
孫
僅
か
に
活
計
を
立
て
た
り
と
ぞ
。

。
遁
願
昼
木
端
侮
蹄

哨
随
筆
に
一
試
ふ
。
道
願
屋
木
端
は
宮
賢
人
に
越
え
て
‘
心
ば
せ
も
き

た
な
か
ら
宇
。
智
・
子
ど
も
を
も
取
立
て
、
能
く
身
代
に
有
付
き
て
、

共
の
身
河
原
町
に
隠
居
せ
り
。
武
家
・
町
方
と
も
に
懇
に
し
て
、
魚
烏

共
の
外
珍
敷
物
は
先
づ
木
端
の
所
へ
ぞ
集
り
け
る
に
、
珍
物
共
料
理

し
て
共
の
身
は
喰
ふ
と
も
人
に
は
喰
へ
と
も
い
は
宇
。
又
何
者
に
て

金
調
伸
古
蹟
志
巻
十
大

八

の
名
口
聞
を
梅
の
露
と
稀
す
。
敏
代
連
綿
せ
し
慮
、
明
治
鹿
蒋
置
廓
の

後
零
落
し
て
、
家
屋
を
賓
却
し
、
途
に
退
去
せ
り
。

。
額
谷
屋
小
路

額
谷
屋
の
績
な
る
小
路
を
ぽ
.
額
谷
屋
小
路
と
呼
ぺ
り
。
此
の
小
路

の
傍
に
紙
谷
屋
奮
邸
の
土
議
あ
り
。
此
の
土
裁
は
印
ち
酢
浩
の
磁
に

τ、
此
の
磁
酢
迭
に
能
く
遇
す
る
ゆ
ゑ
に
や
‘
そ
の
製
甚
だ
宜
し
き

よ
し
い
ひ
停
へ
た
り
。

。
額
谷
屋
酢
議
侮
鼠

奮
停
に
云
ふ
。
昔
額
谷
屋
の
酢
離
に
袋
異
の
事
折
々
あ
り
て
、
名
高

き
新
橋
者
に
祈
践
を
乞
ひ
け
る
と
い
へ
ど
も
、
共
の
験
を
得
宇
。
鑓

化
の
怪
異
ま
す

f
¥甚
だ
敷
成
り
し
ゅ
ゑ
に
、
共
の
頃
名
高
き
叙
術

家
な
る
繍
藤
金
平
に
共
の
由
を
諮
り
け
る
に
、
金
平
復
呉
の
顕
末
を

開
札
し
‘
何
れ
誠
に
至
り
、
化
生
の
者
を
見
届
〈
ぺ
し
と

τ、
平
常

稽
古
方
に
用
ふ
る
居
合
万
を
携
へ
来
り
、
或
夜
誠
に
入
り
、
唯
一
人

伺
ひ
居
け
る
に
、
頓
て
彼
の
化
生
の
も
の
出
で
た
る
を
慈
た
〈
仕
留

め
た
り
。
年
援
た
る
狸
に
て
見
事
に
伐
た
れ
居
た
り
。
稽
古
刀
K
τ

如
v
此
見
事
に
切
り
た
る
は
、
誠
に
手
練
の
所
と
は
い
ひ
訟
が
ら
‘
民

叙
を
指
置
き
、
稽
古
刀
を
携
へ
入
り
た
る
は
如
何
と
等
ぬ
る
人
あ
り

も
寄
集
り
て
喰
ふ
は
か
ま
は
宇
。
雁
・
苑
・
鮭
・
鱒
た
ど
に
て
も
、
是
を

私
料
理
し
て
た
ぺ
可
v
申
な
ど
L
い
う
て
、
料
理
す
れ
ば
か
ま
は
宇
。

共
の
身
文
盲
に
も
た
く
、
若
し
金
銀
を
か
し
た
る
者
衰
へ
て
返
務
せ

ざ
れ
ば
弘
、
倒
れ
時
よ
り
取
る
べ
き
と
は
訟
も
は
・
?
と
い
う
て
二
一
度

い
ひ
も
出
さ
宇
有
り
け
り
。
是
良
貨
の
慈
悲
心
・
な
る
ぺ
し
。
事
保
十

一
年
の
秋
よ
り
木
端
煩
ひ
け
り
。
鳩
杖
の
年
も
過
ぎ
た
る
老
人
な
れ

ば
、
次
第
々
々
に
よ
わ
り
行
き
.
出
入
す
る
町
人
ど
も
伽
に
ゆ
き

τ

物
語
た
ど
す
る
に
、
碁
・
終
恭
・
茶
湯
・
連
俳
友
ど
の
哨
し
す
れ
ば
気

に
入
ら
宇
。
も
は
や
蹄
ら
れ
候
へ
と
い
う
に
依
り
て
、
仮
初
の
哨
に

も
利
潤
の
事
を
い
へ
ば
、
夜
の
更
く
る
を
も
知
ら
守
物
語
す
る
也
。

是
は
木
端
方
へ
出
入
す
る
中
貿
連
の
者
に
不
昌
似
合
-
哨
し
‘
無
用
の

仕
形
と
訟
も
ふ
ゆ
ゑ
な
ら
ん
。
或
時
鹿
屋
清
右
衛
門
と
い
ふ
中
買
、

伽
の
席
に
て
、
私
は
銀
を
た
め
度
と
存
じ
、
い
る
/
¥
才
先
も
仕
り
、

身
を
も
詰
候
へ
ば
五
賞
自
程
は
銀
を
た
め
候
へ
ど
も
、
又
損
を
仕

り
、
元
の
如
く
成
る
。
何
と
も
金
銀
の
集
る
や
う
御
座
候
は
ど
、
御

指
南
下
さ
れ
候
へ
と
い
ふ
。
木
端
が
日
く
‘
夫
れ
程
に
心
懸
候
は
ど
、

少
し
は
銀
も
た
ま
る
ぺ
し
。
大
き
成
る
身
鮮
に
は
成
り
が
た
し
。
先

づ
一
門
一
家
或
枕
懇
た
る
者
の
衰
へ
た
る
を
助
け
、
た
す
け
て
後
と

九




